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（３）教育機関におけるキャリア・コンサルティングの普及等の状況 

 

イ 学校の概要について 

 

① 学校の区分（問１） 

 

図表３-(３)-１ 学校の区分 

Ｎ＝678

短期大学
28.3%

高等
専門学校
6.6%

大学
65.1%

 
回答のあった教育機関の学校の区分は、「大学」（65.1％）、「短期大学」（28.3％）、

「高等専門学校」（6.6％）となっている。 

 

② 国公私立の区分（問２） 
 

図表３-(３)-２ 国公私立の区分 

Ｎ＝678

公立
11.2%

その他
0.6%

国立
14.2%

私立

74.0%

 

 

回答のあった教育機関の国公私立の区分は、「私立」（74.0％）、「国立」（14.2％）、

「公立」（11.2％）、「その他」（0.4％）となっている。 
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Ｎ＝441

24.9

20.2

15.0

11.1

10.2

0.5

22.0

1.8

7.9

17.7

46.5

46.7

0 10 20 30 40 50

社会科学

人文科学

工学

保健

教育

理学

芸術

家政

農学

商船

その他

無回答

（％）

③ 全学生数について（問３） 

 

図表３-(３)-３ 全学生数について 

Ｎ＝678

５００～
９９９人
23.2%

３０００～
４９９９人
8.7%

５０００～
９９９９人
8.8%

１００００人
以上
5.9%

無回答
1.3%

１０００～
２９９９人
26.7%

５００人未満
25.4%

 
回答のあった教育機関の全学生数は、「1000～2999人」（26.7％）が最も多く、

次いで 「500人未満」（25.4％）、「500～999人」（23.2％）の順となっている。 

 

④ 学科・専攻（問４） 

 

図表３-(３)-４（ａ） 学科・専攻（大学・大学院）（複数回答） 

 

 

 

回答のあった大学・大学院が設置している学科は、「社会科学」（46.7％）と「人

文科学」（46.5％）がほぼ同数で、次いで「工学」（24.9％）となっている。 
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Ｎ＝192

22.9

13.5

11.5

4.7

1.0

1.0

29.2

18.8

8.3

37.5

48.4

0 10 20 30 40 50 60

教育

家政

人文

社会

芸術

保健

教養

工業

農業

その他

無回答

（％）

Ｎ＝45

80.0

6.7

6.7

4.4

8.9

0 20 40 60 80 100

工業

商船

電波

その他

無回答

（％）

図表３-(３)-４（ｂ） 学科・専攻（短期大学）（複数回答） 

 

回答のあった短期大学が設置している学科は、「教育」（48.4％）が最も多く、

次いで「家政」（37.5％）の順となっている。 

 

図表３-(３)-４（ｃ） 学科・専攻（高等専門学校）（複数回答） 

 

回答のあった高等専門学校が設置している学科は、「工業」（80.0％）が最も多

く、全体の８割を占めている。 
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ロ キャリア・コンサルタントの活用状況について 

 

① キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無（問５） 

 

図表３-(３)-５ キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無 

Ｎ＝678
無回答

0.6%

いる

56.9%

いない

42.5%

 

キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無についてたずねたとこ

ろ、「いる」（56.9％）と回答した教育機関が全体の６割程度となっている。 

 

図表３-(３)-６ キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無（学校の区分） 

 全
体

い
る

い
な
い

無
回
答

  全  体    678    386    288      4
  100.0   56.9   42.5    0.6
大学    441    268    170      3
  100.0   60.8   38.5    0.7
短期大学    192    101     90      1
  100.0   52.6   46.9    0.5
高等専門学校     45     17     28      -
  100.0   37.8   62.2      -

 
キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無について、学校の区分

別にみたところ、「大学」に「いる」（60.8％）の割合が高い傾向がうかがえる。 

 

図表３-(３)-７ キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無（国公私立） 

 全
体

い
る

い
な
い

無
回
答

国立     96     49     46      1
  100.0   51.0   47.9    1.0
公立     76     32     44      -
  100.0   42.1   57.9      -
私立    502    302    197      3
  100.0   60.2   39.2    0.6
その他      4      3      1      -
  100.0   75.0   25.0      -
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キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無について、国公私立別

にみたところ、「私立」に「いる」（60.2％）の割合が高い傾向がうかがえる。 

 

図表３-(３)-８ キャリア・コンサルティングを実施している人材の有無（学生規模） 

 全
体

い
る

い
な
い

無
回
答

５００人未満    172     75     95      2
  100.0   43.6   55.2    1.2
５００～９９９人    157     84     73      -
  100.0   53.5   46.5      -
１０００～２９９９人    181    101     78      2
  100.0   55.8   43.1    1.1
３０００～４９９９人     59     43     16      -
  100.0   72.9   27.1      -
５０００～９９９９人     60     49     11      -
  100.0   81.7   18.3      -
１００００人以上     40     31      9      -
  100.0   77.5   22.5      -

 

キャリア・コンサルティングを実施する人材の有無について学生規模別にみた

ところ、学生規模の大きい教育機関ほど「いる」の割合が高い傾向がうかがえる。 

 

 

② キャリア・コンサルティングを実施する人材のうちキャリア･コンサルタントの有無
（問６－（１））／キャリア・コンサルティングを担う人材の平均人数（問６－（２）） 

 

図表３-(３)-９ キャリア・コンサルタントの有無 

Ｎ＝386

　無回答
1.6%

キャリア・コン
サルタントが
いる
52.3%

キャリア・コン

サルタントは
いない
46.1%

 
キャリア・コンサルティングを実施する人材がいる教育機関にキャリア・コン

サルタントの有無をたずねたところ、「キャリア・コンサルタントがいる」（52. 

3％）と５割強がキャリア・コンサルタントを活用している。
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Ｎ＝202

49.5

12.4

4.0

34.2

16.3

5.9

0 10 20 30 40 50 60

特に支援をしていない

受講料・受験料等の補助（金銭的援助）

学内の研修コース、通信教育コー

ス、図書等に関する情報提供   

休暇の付与、就業時間の配慮（時間的援助）

学内での自主的な講演会・セミナー
・研究会等の実施に対する援助

その他

（％）

4.47

4.05

2.01

1.91

2.85

1.68

1.70

2.53

0 1 2 3 4 5

学内人材―専任者

学内人材―兼任者

学外人材―専任者

学外人材―兼任者

（人）

平均人数

キャリア・コンサル
タント平均人数

（注）
該当人材配置校のみの
平均値

図表３-(３)-１０ キャリア・コンサルティングを実施している人材の平均人数

及びキャリア・コンサルタントの平均人数 

 
 

キャリア・コンサルティングを実施している人材の平均人数についてたずねた

ところ、「学内人材－専任者」（4.47人）が最も多く、次いで「学内人材－兼任者」

（4.05人）の順となっている。また、そのうちキャリア・コンサルタントの平均

人数たずねたところ、「学外人材－兼任者」（2.53人）が最も多く、次いで「学内

人材－兼任者」（1.91人）の順となっている。 

 

 

③ キャリア・コンサルタントの資格取得または講座受講に対する支援（問７） 

 

図表３-(３)-１１ キャリア・コンサルタントの資格取得または講座受講に対する支援（複数回答） 



-  - 70 

Ｎ＝202

4.5

47.5

43.1

38.1

28.7

22.8

11.4

2.5

38.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

キャリア開発に関する相談

就職支援講座等の実施

キャリア開発支援のための講義・セミナー等の実施

求人企業の開拓等、学外への働きかけ

キャリア開発に関するカリキュ

ラムや教育制度の企画・運営 

メンタルヘルスに関する相談

その他

特にない（資格取得等を理由としていない）

無回答

（％）

 

キャリア・コンサルタントがいる教育機関に、キャリア・コンサルタントの資

格取得または講座受講に対する支援についてたずねたところ、「特に支援をしてい

ない」（49.5％）という回答が最も多く、次いで「受講料・受験料等の補助（金銭

的援助）｣(34.2％）となっている。 

 

④ キャリア・コンサルタントであることを理由に担当させている業務（問８） 

 

図表３-(３)-１２ キャリア・コンサルタントであることを理由に担当させている業務 

（複数回答） 

 
キャリア・コンサルタントがいる教育機関に、キャリア・コンサルタントであ

ることを理由に担当させている業務についてたずねたところ、「キャリア開発に関

する相談」(47.5％）が最も多く、次いで「就職支援講座等の実施｣(43.1％）、「キ

ャリア開発支援のための講義・セミナー等の実施」(38.1％）と続くが、「特にな

い（資格取得等を理由としていない）」(38.1％）という回答も４割近くを占めて

いる。 
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⑤ キャリア・コンサルタントの業務への貢献度（問９） 

 

図表３-(３)-１３ キャリア・コンサルタントの業務への貢献度 

Ｎ＝202

54.0

51.5

31.7

44.6

31.7

40.1

26.7

18.8

16.8

46.5

45.0

29.7

29.7

43.1

35.1

35.6

49.0

44.1

43.1

37.6

40.1

40.1

40.6

39.1

35.1

39.6

42.1

39.6

6.9

8.9

8.4

14.9

17.3

16.3

12.4

12.9 5.9

6.9

5.9

7.4

6.4

7.4

8.4

7.9

7.4

7.4

6.9

7.9

7.4

98.0
1.0

0.5 4.0

5.9

3.0

2.0

3.5

2.5

2.5

1.0

0.53.5

1.5

2.0

2.0

1.5

0.5
0.5

1.5

0.5

8.9

5.4

3.5

14.9

13.9

8.9

5.4

7.4

3.0

5.0

3.5

3.0

5.9

5.9

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生のキャリア開発に対する理解がある

キャリア・コンサルタントの役割や義務に理解がある

キャリア開発に関する理論の知識がある

カウンセリングに関する理論の知識がある

キャリアシート、心理テスト等での自己理解に関し知識がある

学内の業務（仕事）に関する知識がある

雇用管理、人事労務施策、労働条件に関する知識がある

労働関係法規、社会保障制度等に関する知識がある

メンタルヘルスに関する知識がある

キャリア開発に関する相談を行うスキルがある

学生に対する研修を企画、運営するスキルがある

学内の関係部門等と連携・協力することができる

外部専門機関や専門家と連携・協力することができる

コンサルタントとしての自己研鑽に努める事ができる

その他

（％）

１．大いに貢献している  ２．ある程度貢献している ３．あまり貢献していない

４．全く貢献していない  ５．わからない          　無回答            

 
キャリア・コンサルタントがいる教育機関に、キャリア・コンサルタントの業

務への貢献度についてたずねたところ、どの業務に関しても、「大いに貢献してい

る」「ある程度貢献している」の割合が６割程度から８割程度となっている。 
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Ｎ＝202

57.9

23.3

21.8

19.3

10.9

7.4

6.9

5.4

28.2

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70

キャリア・コンサルティング関連の
学外研修会・勉強会等への参加

学外の専門家等とのネットワーク作り

学生アンケート結果等のコン

サルタントへのフィ－ドバック

学内の関係部門等とのネットワーク作り

キャリア・コンサルティング関連

の学内研修会・勉強会等の実施

キャリア・コンサルタント資
格以外の関連資格の取得 

キャリアコンサルティングに関する事例検討会

キャリア・コンサルティングの実施

に関する指導者の助言・指導

特に何もしていない  

無回答

（％）

⑥ キャリア･コンサルタントの能力を高めるために実施・奨励していること（問１０） 

 

図表３-(３)-１４ キャリア･コンサルタントの能力を高めるために実施･奨励していること

（複数回答） 

 
キャリア・コンサルタントがいる教育機関に、キャリア・コンサルタントの能

力を高めるために実施・奨励していることをたずねたところ、「キャリア・コンサ

ルティング関連の学外研修会・勉強会等への参加」(57.9％）が最も多く、次いで

「学外の専門家等とのネットワーク作り」（23.3％）、「学生アンケート結果等のコ

ンサルタントへのフィ－ドバック 」（21.8％）、「学内の関係部門等とのネットワ

ーク作り」（19.3％）となっている。 
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Ｎ＝466

35.6

31.1

9.9

5.2

8.4

15.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

キャリア・コンサルタントを育

成・導入する予定はない

キャリア・コンサルタントの

育成・導入について検討したい

学内人材（教員、職員）の講座受講

や資格取得により育成する予定

学外人材（キャリア・コン

サルタント）を導入する予定

その他

無回答

（％）

⑦ キャリア・コンサルタントの育成・導入について（問１１） 

 

図表３-(３)-１５ キャリア・コンサルタントの育成・導入について（複数回答） 

 

キャリア・コンサルタントがいない教育機関に、キャリア・コンサルタントの

育成・導入予定をたずねたところ、「育成・導入する予定はない」（35.6％）とい

う回答が４割弱ある一方で、「キャリア・コンサルタントの育成・導入について検

討したい」（31.1％）という回答が約３割、「学内人材（教員、職員）の講座受講

や資格取得により育成する予定」（9.9％）、「学外人材（キャリア・コンサルタン

ト）を導入する予定」（5.2％）という回答が約１割ある。 

 

図表３-(３)-１６ キャリア・コンサルタントの育成・導入について（教育機関）（複数回答） 

学
内
人
材
（

教
員
、

職

員
）

の
講
座
受
講
や
資
格

取
得
に
よ
り
育
成
す
る
予

定 学
外
人
材
（

キ
ャ

リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

を
導

入
す
る
予
定

キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
育
成
・
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
た
い

全  体 466 192 46 24 145 165 39 70
 100.0 41.2 9.9 5.2 31.1 35.4 8.4 15.0
大学 276 110 28 17 79 91 21 54
 100.0 39.9 10.1 6.2 28.6 33.0 7.6 19.6
短期大学 148 70 18 6 55 51 14 13
 100.0 47.3 12.2 4.1 37.2 34.5 9.5 8.8
高等専門学校 42 12 - 1 11 23 4 3
 100.0 28.6 - 2.4 26.2 54.8 9.5 7.1

そ
の
他

　
無
回
答

 
 
全
 
 
体

キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
・
導
入
す
る
予
定

が
あ
る
、

ま
た
は
検
討
し
た

い キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
・
導
入
す
る
予
定

は
な
い

 
 

 

キャリア・コンサルタントがいない教育機関のキャリア・コンサルタントの育

成・導入予定について、学校の区分別にみたところ、「短期大学」に「キャリア・
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コンサルタントの育成・導入について検討したい」（37.2％）の割合が高い傾向が

うかがえる。 

 

図表３-(３)-１７ キャリア・コンサルタントの育成・導入について（国公私立）（複数回答）  

学
内
人
材
（
教
員
、
職

員
）
の
講
座
受
講
や
資
格

取
得
に
よ
り
育
成
す
る
予

定 学
外
人
材
（
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
を
導

入
す
る
予
定

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
育
成
・
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
た
い

国立 76 24 1 5 19 26 7 19
 100.0 31.6 1.3 6.6 25.0 34.2 9.2 25.0
公立 61 13 1 4 8 36 9 3
 100.0 21.3 1.6 6.6 13.1 59.0 14.8 4.9
私立 326 153 42 14 117 102 23 48
 100.0 46.9 12.9 4.3 35.9 31.3 7.1 14.7
その他 3 2 2 1 1 1 - -
 100.0 66.7 66.7 33.3 33.3 33.3 - -

 
 
全
 
 
体

キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
・
導
入
す
る
予
定

が
あ
る
、
ま
た
は
検
討
し
た

い キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
・
導
入
す
る
予
定

は
な
い

そ
の
他

　
無
回
答

 
 

キャリア・コンサルタントがいない教育機関のキャリア・コンサルタントの育

成・導入予定について国公私立別にみたところ、「私立」に「キャリア・コンサル

タントの育成・導入について検討したい」（35.9％）の割合が高い傾向がうかがえ

る。 

 

図表３-(３)-１８ キャリア・コンサルタントの育成・導入について（学生数規模）（複数回答） 

学
内
人
材
（
教
員
、

職

員
）

の
講
座
受
講
や
資
格

取
得
に
よ
り
育
成
す
る
予
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外
人
材
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ャ
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ン
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ル
タ
ン
ト
）
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導

入
す
る
予
定

キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
育
成
・
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
た
い

５００人未満 143 59 14 7 48 56 14 14
 100.0 41.3 9.8 4.9 33.6 39.2 9.8 9.8
５００～９９９人 111 42 7 1 35 51 9 9
 100.0 37.8 6.3 0.9 31.5 45.9 8.1 8.1
１０００～２９９９人 122 48 12 6 36 44 9 21
 100.0 39.3 9.8 4.9 29.5 36.1 7.4 17.2
３０００～４９９９人 33 15 4 1 11 5 3 10
 100.0 45.5 12.1 3.0 33.3 15.2 9.1 30.3
５０００～９９９９人 30 14 5 5 7 4 2 10
 100.0 46.7 16.7 16.7 23.3 13.3 6.7 33.3
１００００人以上 18 9 1 4 5 2 1 6
 100.0 50.0 5.6 22.2 27.8 11.1 5.6 33.3

キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
・
導
入
す
る
予
定

は
な
い

そ
の
他

　
無
回
答

 
 
全
 
 
体

キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
・
導
入
す
る
予
定

が
あ
る
、
ま
た
は
検
討
し
た

い

 
 

キャリア・コンサルタントがいない教育機関のキャリア・コンサルタントの育

成・導入予定について学生規模別にみたところ、全体の傾向として学生数の大き

い教育機関に、導入・育成に前向きな傾向がうかがえる。 
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ハ 学生のキャリア開発支援について 

 

① 学生のキャリア開発支援等に関する施策の実施状況（問１２－（１）） 

 

図表３-(３)-１９ キャリア開発支援に関する施策の実施状況―キャリア開発関連 

N=678

65.3

29.1

55.5

42.0

67.1

73.2

65.8

47.6

56.5

4.4

13.3

26.5

15.3

17.8

8.8

7.1

8.6

21.4

17.8

10.9

22.1

15.6

21.8

11.8

11.8

14.2

12.5

9.9

4.3

10.6

5.5

8.1

8.7

6.8

5.0

6.0

6.2

5.8

4.7

5.2

6.9

6.6

2.4

2.8

2.7

1.6

3.2

2.1

1.2

4.0

3.7

1.6

3.2

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

キャリア開発に関する相談の実施

キャリア開発に関するグループワークの実施

正課外のキャリア開発に関するセミナー等の実施

正課のキャリア開発に関するセミナー等の実施

自己理解のための適性検査等の実施

インターンシップ制度の実施

資格取得を奨励するための制度、講座等の実施

主体的なキャリア開発の意義・重要性に関するＰＲ

キャリア開発に対する情報提供

（％）

１．既に実施している    ２．近々、実施を予定している                

３．今後、実施を検討したい                  ４．実施する予定はない  

５．分からない          　無回答            

  0             20            40            60            80            100

 
学生のキャリア開発支援等に関する施策のうちキャリア開発関連の施策の実施

状況についてたずねたところ、「既に実施している」ものとしては、「インターン

シップ制度の実施」（73.2％）が最も多く、次いで「資格取得を奨励するための制

度、講座等の実施」（65.8％）となっている。一方で、「キャリア開発に関するグ

ループワークの実施」（29.1％）については、他の施策に比べて「既に実施してい

る」割合が低い傾向がうかがえる。 

 

 

 

 

 




